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研究成果の概要（和文）：中国初期王朝時代（夏殷周時代）の中原王朝「中心地域」の、地域システムについて
GISを応用した地理考古学的方法によって研究した。宮殿・宗廟区といった王都の中心部だけではなく、中心部
を支えた周囲の「地域」の構造を明らかにし、「都城圏」の概念を提唱した。そのうえで都城圏を含む王朝の
「畿内的地域」の成り立ちについて交通路の復元などからその全体像を推定した。本研究では特に陝西省関中平
原に焦点を当て、ここを中心地域とした西周王朝の政治的空間について現地調査を交えて分析した。関連して、
黄河中流、下流域、および中原王朝遠隔地（「外域」）の南方諸地域についても研究の手掛かりを求めて視野を
拡大した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the regional system of the “central area” in the early
 dynasty period by interweaving the archaeological and geographical perspectives. GIS was 
effectively introduced to support and visualize the subject. The study clarified that the “central 
area” was managed by a network of distributed sites playing different roles conducted by the core 
region (i.e. palace, religious center). This structure was conceptualized as “Tojouken” by the 
author. Additionally, the formation of the “Kinai area (underfoot areas which are directly 
controlled politically)” including “Tojouken” was estimated from reconstruction of the 
transportation systems. Study mainly focused on the Guanzhong plain, Shanxi province, which was the 
center of the Western-Zhou dynasty. Field works were also conducted to deepen the understanding of 
this region. The research of the regional system extended our viewpoints to the middle and lower 
region of Yellow River, and Southern China.

研究分野：考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで中国初期王朝時代の考古学研究では、王権を頂点とする階層構造、宗教関連施設の構造、生産組織とい
った社会的側面に関する分析や、王朝形成史における文化系統の成り立ちに関する分析に力が注がれてきた。そ
の一方で、初期王朝時代・中原王朝の地理的基盤に注目して、空間論の視点からアプローチするという考古学研
究はなお未開拓であった。本研究では、初期王朝時代の考古学研究に「地域」の概念を持ち込み、王権（王都）
を支えた「地域」システムに注目することの重要性を主張した。またこの研究をすすめるなかで、GISを応用し
た地理考古学的研究のさまざまな分析手法を試行し、一定の成果とともに学術的提案をおこなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
（１）従来、中国初期王朝時代の考古学研究においては、社会の階層構造、宗教的システム、
生産体制といった社会的側面、および王朝形成史に関連する土器や青銅器を対象とした文
化史的な研究に力が注がれてきた。その一方で、初期王朝がその政体の基盤とした地理的舞
台に注目して、空間論的な視点からアプローチするという研究は未成熟であった。例えば、
初期王朝時代の中原王朝中心地には王都が建設されるが、これまでの研究では、王都中心部
に造営された宮殿や宗教的施設とその出土品に注目するが、王都そのものを存立させてい
た周囲の農耕地（可耕地）の広がりや、水資源、あるいは王朝政治圏を成り立たせていた交
通路を前提とする集落間ネットワークなどについて、研究の手は及んでいなかった。 
（２）2003 年以降、中国陝西省関中平原（渭河流域）の西部一帯で、初期王朝時代の西周
王朝成立前後に建設された拠点的集落遺跡が次々と発見された。すでに 1970 年代から同地
域で調査されてきた「周原遺跡」とあわせて、西周王朝の基盤となった地理的舞台について
空間論的な研究をすすめる環境が整いつつあった。 
（３）一方、地理学的な各種デジタルデータの蓄積と PC の発展普及により、2000 年代に
入ると GIS（地理情報システム）の研究手法が広く一般にも普及し、研究代表者は GIS の
専門家である研究分担者とともに、考古学 GIS の手法を応用した中国初期王朝時代の地理
考古学的研究に着手することを計画した。 
 
２． 研究の目的 
（１）本研究では、中国初期王朝時代の研究に「地域」の概念を持ち込んで、王都を支えた
地域システムに注目した。研究代表者は以前、中国初期王朝時代の政治圏について、王都を
含む「畿内的地域」、植民的拠点を配置した「二次的地域」、王朝政治圏の外にあって中原王
朝と間接的に交流した「外域」という 3重の空間構成を指摘したことがある。本研究はその
「畿内的地域」に重点をおき、「地域」の成り立ちについて研究をすすめた。今回は特に陝
西省関中平原に調査と分析を集中し、集落の立地と分布、集落の階層性、自然環境、交通路
を前提とした集落間のネットワークなどを総合的に明らかにしようとした。 
（２）一方、本研究では、GIS 分析技法の開発にも力を注いだ。考古学 GIS の実践例はデ
ジタルデータベースの作成を主眼に世界的にも蓄積されているが、本研究では GIS の空間
分析ツールを活用した数理的な解析についても研究の可能性を模索した。 
 
３． 研究の方法 
（１）本研究における考古学 GIS 分析では、1960 年代に米国が撮影した CORONA/KH-
4B 衛星画像を基盤地図として整備した。この基盤に新石器時代から西周時代の集落遺跡の
位置情報を入力し、遺跡の属性データ（考古学的データ）を整備した。また 1970 年代の旧
ソ連製 1/20 万地形図を整理し、この地図に含まれる各種情報を判読して、現代における集
落の立地、交通路、水利施設等を参考データとして整備した。さらに、各種衛星画像から年
間植生変化のパターンを抽出し、地表面の画像判読をおこない、これらを総合して遺跡立地
の地理的類型を設定した。遺跡の位置情報については、おもに『中国文物地図集 陝西分冊』
［国家文物局 1988］に依拠し、湧水地に関する知見は、現代の地方誌等の記載を集成した。 
（２）主要な集落遺跡や湧水地等については、現地調査をおこなって一般的な地形図上でそ
の位置を確認した。現地調査では、広域・狭域の地形・地質の特徴、現代の植生等の自然環
境について、遺跡の立地条件との関係を念頭において観察し、所見を記録した。 
（３）本研究では西周王朝の中心地域である陝西省関中平原をおもな対象地域とし、上記し



た GIS 基盤を活用して、集落の分布密度、集落分布のクラスター、遺跡の階層性、水資源
と集落、地形と集落、交通路ネットワークなどについて、現地調査と GIS の解析を交互に
繰り返しながら分析をすすめた。 
（４）本研究では関中平原のほかにも、「夏」王朝中心地域（河南省洛陽盆地）、殷王朝中心
地域（河南省）、黄河下流域（山東省）、長江上流域（四川省）などにおいて地理考古学的な
現地調査をおこない、広い研究視野の確保につとめた。西周王朝とそれ以前の中原王朝を比
較すること、および王朝遠隔地の「外域」を含めた中原王朝の政治圏、文化圏の全体像を理
解することを目的とするものであった。 
  
４．研究成果 
（１）関中平原の地理考古学的研究 
研究代表者らによる関中平原を対象とした地理考古学的な研究は 2005 年にさかのぼる。
2015 年にはじまる本報告の研究は、過去 10年間の延長線上に位置づけられ、新規の視点、
新規の分析をすすめつつも、これまでの分析結果を点検して、研究成果を総合した。 
 ① 都城圏：宮殿や宗教的施設を中心部に配置しながら、都城（王都）的機能を一定の地理
的空間の各所に配置した「都城圏」の概念を提唱した。今回の研究では、西周王朝の「周原
地区」、「豊鎬地区」を主な対象に、遺跡の分布密度、遺跡分布のクラスター、可耕地の広が
りなどを分析して、都城圏の地理的空間のまとまりを浮かび上がらせた。 

 
 ② 畿内的地域：西周王朝には周原地区、豊鎬地区（以上関中平原）、洛陽地区（洛陽盆地）
という三つの都城圏があり、これらの都城圏が交通路によって結びついた空間が、「畿内的
地域」であると考えた。三つの都城圏を結ぶ交通路（陸路、水路）については、古代文献の
記録、運輸関連遺跡の指摘、交通要衝の指摘、GIS による地形分析を総合して復元した。 

 
③ 水資源と遺跡立地；新石器時代から西周時代を通じて、集落の分布と河川や湧水地の関
係について総合的に分析した。河川と集落の距離は黄土地帯に広く共通した特徴のあるこ
とを見出した。また河川がない土地では集落付近に湧水地が分布したことを指摘した。集落
が分布しないエリアについては、地表水の得難い台地であるか、または地表水は豊富だが塩
害を起こしやすく、農耕に不向きでかつ良好な生活水の乏しい土地であることを指摘した。 



④ 地理学者史念海氏らが指摘してきた周原台地の形成史や、先史時代にさかのぼる河川流
路変遷史等の問題に関して、遺跡分布の長期的な変動から再検討した。結果として、従来の
所説を追確認できる点、従来の所説を修正すべき点などを指摘した。 
⑤ 関中平原における遺跡立地の地理的な類型を設定した。その結果は衛星画像の解析から
抽出される植生の季節変化パターンとは、有意な相関関係にあることが指摘できた。 

 
⑥ 関中平原西部北側の山麓（岐山南麓）に点在する拠点的集落（周原遺跡、周公廟遺跡等）
から、南側の周原台地平原部を眺望したとき、高位置から低位置を見通すその眺望のなかに、
集落の階層性が内在することを推定した。この拠点集落からの階層性を内在させた可視範
囲のありかたは、「都城圏」の広がりとも関係している。 

 
⑦ 遺跡間距離にもとづく遺跡分布のクラスター分析をすすめるなかで、関中平原の遺跡分
布のランダム度（「まとまり方」）の特徴が、新石器時代と初期王朝時代で大きく変化するこ
とが浮かびあがった。このことは、自然条件に適応した比較的等質な自然村の集合である新
石器時代の集落分布と、一部集落が政治・軍事などの国家的「人為的」目的によって配置さ
れ、さらに王都を建設してその中心部に集住地を形成するという初期王朝時代に再編成さ
れた集落分布の違いが、数理的に表現された結果と理解された。 

 
（２）黄河下流域（山東地区）についての予察 
 研究代表者らは 2017 年度からあらたに黄河下流域・山東地区のGIS 基盤の整備をすすめ



た。その方法は、関中平原で実践した方法と同じである。2018 年 7 月、研究代表者と分担
研究者らは、山東大学路国権氏の協力を得て山東地区において地理考古学的な予察を目的
とする現地調査をおこなった。黄河下流域の山東地区は、典型的な黄土地帯である中流域の
関中平原とは異なる自然条件をもつ。新石器時代には黄河流域の上流・中流域と下流域では
異なる文化伝統が継続していた。初期王朝時代になると、山東地区は中原王朝の東側に隣接
しながらも、拡大する中原王朝の政治圏、文化圏に組み込まれるまでに長い時間を要した。
西周王朝の時代、山東地区には斉国や魯国など周王朝の封建諸侯国が出現する。中原王朝政
治圏の拡大過程を考えるうえで、山東地区は一つの鍵となる。2019 年度には路国権氏の山
東地区西周、東周青銅器の研究を軸に、考古学GISの見解をまじえた共同研究を発表した。 
（３）中原王朝の政治圏、文化圏の「外域」についての予察 
 新石器時代の山東龍山文化のなかで誕生し、その後、最初の中原王朝である「夏」王朝に
受容されて発展した儀礼用玉器の一種である牙璋が注目される。この玉器は出土数こそ多
くはないが、初期王朝時代開始期の前二千年紀前半頃、北は黄土高原北部、西は甘肅省東部、
西南は四川省、南は広東省、香港、ベトナム北部にいたる広大な範囲に広がっていた。牙璋
の拡散過程は、中原王朝の政治圏、文化圏における「外域」を含めた地域間関係を究明する
手掛かりとして注目される。研究代表者は 2017 年 11 月、香港中文大学鄧聰氏らが主催し
た牙璋についての国際会議に参加し、初歩的な研究成果を報告した。2018 年 7 月、研究代
表者らは関連する現地調査を四川省でおこなった。これらの成果は学術論文として公刊を
予定している。 

 
（４）今後の課題 
① 西周王朝の研究で提唱した「都城圏」の概念について、「夏」王朝（洛陽盆地）、殷王朝
（鄭州市周辺、安陽市周辺）についても検証する。 
② 中原王朝中心地域（「畿内的地域」）と、王朝の政治圏、文化圏の周辺部（「二次的地域」、
「外域」）の関係性について検討する。ひと・もの・情報が動く交通路の復元に注力する。 
③ 初期王朝時代を含む前後数千年（新石器時代─初期王朝時代─秦漢帝国）にわたる長期
的な遺跡分布の変化について検討する。考古学 GIS を応用して「地域」の長期的変動を分
析することで、「地域」社会の歴史的画期が浮き彫りになるものと期待される。 
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